
はじめに

 山形県衛生研究所における令和６年度の研究成果及び業務実績等について、

所報第 58号としてとりまとめました。 

 地方衛生研究所は、地域における公衆衛生の科学的・技術的拠点として、疾病

予防および健康増進等に係る試験検査や調査研究、公衆衛生情報の収集解析、地

域保健関係者の研修指導を主な業務としています。 

令和５年５月、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが季節性

インフルエンザと同じ「５類」となり、特にその後は多くの感染症の発生・流行

が観察されるようになりました。令和６年夏季の小児の手足口病では、コクサッ

キーウイルス A6型、同 16型、同 71型等複数の病原体が検出され、こうしたウ

イルス検出状況は衛生研究所のホームページでご覧になることができます

（https://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/biseibutsu/virus_detection.html）。また、百

日咳の患者報告数は６月から増加し、庄内地方を中心に 2018 年に全数報告と

なって以降最大の患者発生となり、私たちは初めて百日咳菌を分離培養し、遺伝

子の耐性検査を実施するなど、検査対応に追われました。 

私たちは、健康被害事例に迅速・正確な検査結果を出すことに努めつつ、被害

予防に向け、感染症の疫学研究、自然毒検査法や分析法の開発を２大テーマとし

て調査研究に取り組んでいます。そしてこの年も、”2023年の馬刺しによる腸管

出血性大腸菌食中毒の原因追究”令和６年度獣医学術東北地区学会日本獣医公

衆衛生学会獣医学術東北地区学会長賞(微生物部）、”定量 NMR法を用いたドクサ

サコ子実体中に含有されるクリチジンの定量”第 120 回日本食品衛生学会学術

講演会若手優秀発表賞（理化学部）、”山形県沖雑種フグの両親種判別および部位

別テトロドトキシン含有量”第 61回全国衛生化学技術協議会優秀発表賞（理化

学部）、と良い研究成果を発表することができました。これらの成果は、当所の

ホームページに掲載している“衛研ニュース”においても記事としてとりあげて

おりますので、ご覧いただけましたら幸いです。 

本号を通じて当研究所の業務内容および研究成果をご高覧のうえ、ご意見等

をお寄せいただければ幸いに存じます。 

山形県衛生研究所

所長 水田 克巳
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